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第47回 福岡市障がい者ボウリング大会
日　　時　令和6年6月9日（日）　受付9:30　開始10:00
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※パピオの駐車場ご利用の方は、当日駐車券を
   カウンターまでお持ちください。
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福障協だより「 令和6年度 障害福祉サービス報酬改定について 」
身障協だより「改正障害者差別解消法」が施行されました
令和6年度福岡市身体障害者福祉協会の主な大会・行事予定
5月･6月の企画展示情報～福岡市介護実習普及センターより～
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令和6年度福岡市の障がい福祉関係予算と
新規・拡充事業の主な施策を紹介
令和6年度福岡市の障がい福祉関係予算と
新規・拡充事業の主な施策を紹介
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（障がい者差別解消啓発動画キャプチャー）

　

福
岡
市
の
令
和
６
年
度
の
一
般
会
計
の
予
算
は
、
教

育
・
保
育
給
付
費
や
児
童
手
当
改
正
等
に
よ
る
こ
ど
も

育
成
費
の
増
や
、
教
育
環
境
の
充
実
等
に
よ
る
教
育
費

の
増
、
物
価
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
等
に
よ
り
、
令
和

５
年
度
当
初
に
引
き
続
き
１
兆
円
を
超
え
、
過
去
最
大

の
１
兆
8
2
5
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
市
税
収
入
に
お
い
て
も
、
納
税
義
務
者
数
の

増
加
や
、
企
業
収
益
の
改
善
、
土
地
評
価
額
の
上
昇
等

に
伴
い
、
市
税
収
入
は
過
去
最
高
を
更
新
し
て
い
ま

す
。
財
政
規
律
を
保
ち
つ
つ
、
重
点
事
業
を
は
じ
め
特

に
取
組
み
を
強
化
す
べ
き
施
策
・
事
業
を
積
極
的
に
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の
幸
せ
を
感
じ
る
こ
と
の
で

き
る
社
会
を
実
現
し
て
い
く
た
め
、
次
代
を
担
う
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰
も
が
安
心
し
て
自
分
ら
し
く
生

活
で
き
る
環
境
づ
く
り
や
、
災
害
や
社
会
の
変
化
に
も 

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

福
岡
市
の
予
算
の
う
ち
、
福
祉
局
の
一
般
会
計
の
予

算
は
、
1,
8
3
9
億
円
で
、
障
が
い
保
健
福
祉
費
は
、

5
3
0
億
円
と
、
前
年
度
に
比
べ
48
億
円
、
10.1 
パ
ー
セ

ン
ト
の
増
と
な
っ
て
お
り
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
の
増
加
に
加
え
、
各
種
新
規
・
拡
充
事
業
に
対

応
し
た
予
算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
の
福
岡
市
の
障
が
い
福
祉
施
策
に
お
き
ま

し
て
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
自
ら
の
能
力
を
最
大
限
に

発
揮
し
、
「
親
な
き
後
」
に
も
住
み
慣
れ
た
地
域
や
家
庭

で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
社
会
を
め
ざ
し
て
、
強
度
行
動

障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
へ
の
受
け
入

れ
促
進
等
を
図
る
と
と
も
に
、
I
C
T
を
活
用
し
た
就
労

の
場
づ
く
り
や
障
が
い
者
の
工
賃
向
上
支
援
、
障
が
い
を 

理
由
と
す
る
差
別
解
消
の
推
進
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
予
算
に
計
上
し
た
新
規
・
拡
充
事
業
等

の
主
な
施
策
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

平
素
よ
り
福
岡
市
の
障
が
い
福
祉
施
策

の
推
進
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

福
岡
市
で
は
、
「
み
ん
な
が
や
さ
し
い
、

み
ん
な
に
や
さ
し
い
『
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
都

市
・
福
岡
』
」
の
実
現
に
向
け
て
、
障
が

い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
人

に
と
っ
て
、
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

障
が
い
福
祉
施
策
の
推
進
に
あ
た
っ
て

は
、
令
和
３
年
８
月
に
策
定
し
ま
し
た

「
福
岡
市
保
健
福
祉
総
合
計
画
」
の
障
が

い
者
分
野
に
お
い
て
、
「
①
安
心
し
て
地

域
で
暮
ら
せ
る
基
盤
づ
く
り
」
「
②
多
様

性
を
認
め
合
い
、
大
切
に
し
合
う
ま
ち
づ

く
り
」
「
③
誰
も
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ

る
環
境
づ
く
り
」
「
④
子
ど
も
の
健
や
か

な
成
長
」
の
４
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
、

重
度
障
が
い
者
の
増
加
や
障
が
い
者
の
高

齢
化
が
進
む
中
、
「
親
な
き
後
」
の
地
域

で
の
安
心
し
た
生
活
を
見
据
え
た
、
地
域

生
活
の
支
援
や
社
会
参
加
へ
の
支
援
、
差

別
解
消
の
推
進
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。

　

特
に
令
和
６
年
度
に
つ
い
て
は
、
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
に
お
け
る
重
度
障
が
い
者
や

強
度
行
動
障
が
い
者
の
受
入
促
進
を
行
う

ほ
か
、
I
C
T
を
活
用
し
た
就
労
の
場
づ

く
り
や
障
が
い
者
の
工
賃
向
上
支
援
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
福
岡
市
障

が
い
者
差
別
解
消
条
例
の
改
正
に
よ
り
、

令
和
６
年
４
月
か
ら
事
業
者
に
よ
る
合
理

的
配
慮
の
提
供
を
義
務
化
し
、
よ
り
一
層
、

誰
も
が
個
人
と
し
て
尊
重
し
あ
い
、
支
え

な
が
ら
暮
ら
せ
る
福
岡
に
な
る
こ
と
を
目

指
し
、
事
業
者
や
地
域
へ
の
周
知
・
啓
発

を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
今
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
や
ダ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ
と
い
っ
た
、
経
済
性
や
合
理
性

だ
け
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
し
い
価
値
観
が

重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
「
自
分
ら
し

く
生
き
る
」
こ
と
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

福
岡
市
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
、
必

要
な
支
援
を
受
け
な
が
ら
自
ら
の
能
力
を

最
大
限
に
発
揮
し
、
地
域
や
家
庭
で
い
き

い
き
と
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、
障
が
い
福
祉
施
策
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

福
岡
市
福
祉
局
障
が
い
者
部
長

令
和
6
年
度
　
福
岡
市
の
障
が
い
福
祉
関
係
予
算
に
つ
い
て

竹　

森　

活　

郎

　障がい者が地域や家庭で安心していきいきと暮らせる社会を目指し、重度障がい者受入れ促進のための施
設改修費を助成するなど、支援に取り組みます。 
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１　　重度障がい者等への支援 
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に
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
福
岡
市
障

が
い
者
差
別
解
消
条
例
の
改
正
に
よ
り
、

令
和
６
年
４
月
か
ら
事
業
者
に
よ
る
合
理

的
配
慮
の
提
供
を
義
務
化
し
、
よ
り
一
層
、

誰
も
が
個
人
と
し
て
尊
重
し
あ
い
、
支
え

な
が
ら
暮
ら
せ
る
福
岡
に
な
る
こ
と
を
目

指
し
、
事
業
者
や
地
域
へ
の
周
知
・
啓
発

を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
今
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
や
ダ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ
と
い
っ
た
、
経
済
性
や
合
理
性

だ
け
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
し
い
価
値
観
が

重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
「
自
分
ら
し

く
生
き
る
」
こ
と
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

福
岡
市
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
、
必

要
な
支
援
を
受
け
な
が
ら
自
ら
の
能
力
を

最
大
限
に
発
揮
し
、
地
域
や
家
庭
で
い
き

い
き
と
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、
障
が
い
福
祉
施
策
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

福
岡
市
福
祉
局
障
が
い
者
部
長

令
和
6
年
度
　
福
岡
市
の
障
が
い
福
祉
関
係
予
算
に
つ
い
て

竹　

森　

活　

郎

　障がい者が地域や家庭で安心していきいきと暮らせる社会を目指し、重度障がい者受入れ促進のための施
設改修費を助成するなど、支援に取り組みます。 
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１　　重度障がい者等への支援 
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令和6年度　障害福祉サービス報酬改定について
令和６年４月より、３年ごとに見直しが行われている障害福祉サービスの報酬が改訂されます。報酬改定につい
ては、「障害福祉サービス報酬改定検討チーム」において昨年から、令和５年障害福祉サービス等経営実態調
査結果も参考に議論がなされ、取りまとめられました。

１．令和６年度障害福祉サービス等報酬改定の基本
　 的な考え方

　（1）人材確保のため介護並びに処遇改善を行うととも

　　に、障害者が希望する地域生活に向けて、介護との収

　　支率の違いも勘案しつつ、新規参入が増加する中で

　　のサービスの質の確保・向上を図る観点から、経営

　　実態をふまえたサービスの質等に応じたメリハリの

　　　ある報酬設定となっています。

　（2）現場で働く職員の処遇改善加算の加算率の引き上

　　げ（各サービスごとの加算率）と現行の処遇改善加算

　　の一本化です。

　このようなことを踏まえて、障害者が希望する地域生

　活の実現、多様なニーズに答える専門性・体制の評価、

　支援時間・内容を勘案したきめ細かい評価、アウトカ

　ムに基づく評価等に取り組むことの必要性を重視し報

　酬の見直しとなっています。　
　　

２．具体的には　　

　（1） 処遇改善加算の一本化及び加算率の引き上げ

　（2） 地域生活支援拠点等において、情報連携等を担う

　　コーディネーターの配置を評価する加算の新設

　（3） 強度行動障害を有する障害者の受け入れ態勢の強化

  （4） 「中核的人材」の配置や「集中的支援」についての評     

　　価（生活介護・施設・グループホームなど）

　（5） 障害者虐待防止措置や身体拘束の適正化等

　（6）必要な基準を措置を講じてない場合の報酬減算の

　　導入などあります。

３．訪問系サービスでは　

　（1）特定事業所加算の算定要件に重度障害児への対応

　　を評価

　（2）入院中の重度訪問介護の利用について特別なコミ

　　ュニケーション支援を必要とする障害支援区分４及

　　び５の利用者を対象に追加

　（3）障害の重度化・高齢化を踏まえた居宅介護・重度

　　訪問介護の国庫負担基準の見直し（居宅介護の国庫

　　負担基準に介護保険対象者の区分を追加）がされま

　　した。

４．日中系サービスでは

　（1） 生活介護において、サービス提供時間に応じた評

　　価が導入され、生活介護の基本報酬が送迎時間を含

　　まない 1時間事の報酬単価に改訂されました。

　(2) 個別支援計画に定めた個々の標準的な時間で算定

　　することができる。

　(3) 医療ケア等必要な重度障害者、盲ろう者等特別な

　　支援を必要とする方については、準備や送迎時間等

　　の考慮がなされています。医療的ケアの方の生活介

　　護や短期入所の受け入れについての評価等がされま

　　した。

　（4） 人員配置区分に１.５：１が新設されたり、入浴加

　　算等が創設されたりと加算要件の見直し等がされて

　　います。

５．就労系サービスでは

　（1）就労継続支援Ｂ型における月額平均工賃に応じた

　　報酬体系をよりメリハリ（月額平均工賃が１万５千

　　円未満は基本報酬単価が下がり、１万５千円以上の

　　ところは上がる）のある基本報酬に見直されました。

　（2）障害者本人が就労先・働き方についてより良い選

　　択ができるよう就労アセスメント等の手法を活用し

　　て、本人の希望や就労能力や適性などにあった選択

　　を支援する「就労選択支援」が創設されます。

６．施設・居住系サービスにおいては

　（1） すべての入所者に対して、地域移行の意向を確認、

　　地域活動への参加などが求められています。

　（2） グループホームでは、世話人の配置基準に応じた

　　基本報酬を改め、サービス提供時間の実態に応じた

　　加算する報酬体系に見直しされました。

７．児童のサービスにおいても

　サービス提供時間ごとの報酬体系に見直しされていま

　す。また、支援ニーズの高い児童に評価や家族支援の評

　価を行う加算等あげられます。

（参考資料：厚労省　令和６年度障害福祉サービス等報酬改定

の概要）

詳細等は厚生労働省ホームページで確認をお願いいたします。

　今回の報酬改定では、基本的な考え方のところを少しふ

れましたが、経営実態を踏まえたメリハリのある報酬体系

とサービスの内容・質に応じた評価などは、障害者福祉分

野も生産性や成果主義がより強くなった報酬改定に感じ

られます。

　基本報酬が下がっても、様々な加算が用意されており、

加算の要件を満たして取得すると報酬は増えます。しか

し、加算には厳しい要件が課せられているものも沢山あり

ます。障害のある人のニーズに応じた支援に必要なものや

ことは何かを考え、選択していくことが大切だと思います。

（福岡市精神保健福祉協議会）

　障がい者がいきいきと活躍するために様々な働き方の支援を行います。

　全ての人が互いに尊重し、支え合う共生社会の実現に向け、差別解消に取り組みます。

　その他、今年度も引き続き、各種障がい福祉サービス、地域生活支援事業等の充実に努めてまいります。

２　　様々な働き方の支援

３　　障がいを理由とする差別の解消

04

福岡市では、障がい者差別解消条例を改正し、令和６年４月より、事業者
による合理的配慮の提供が努力義務から義務となりました。
詳細は福岡市のホームページからご覧ください。
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新規


